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（
質
問
の 

七
） 

答

弁

第

七

号 

   

衆
議
院
議
員
中
路
雅
弘
君
提
出
米
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
寄
港
と
そ
の
事
前
協
議
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
九
九
第
七
号 

昭
和
五
十
八
年
八
月
五
日 

衆

議

院

議

長 
福 

田 
 

一 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
中
路
雅
弘
君
提
出
米
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
寄
港
と
そ
の
事
前
協
議
に
関
す
る
質 

問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
か
ら
八
ま
で
に
つ
い
て 

政
府
が
従
来
か
ら
一
貫
し
て
説
明
し
て
い
る
と
お
り
、
日
米
安
保
条
約
第
六
条
の
実
施
に
関
す
る
交
換
公
文

に
い
う｢

装
備
に
お
け
る
重
要
な
変
更｣

と
は
、｢

核
弾
頭
及
び
中
・
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
持
込
み
並
び
に
そ
れ

ら
の
基
地
の
建
設
」
を
い
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
、
Ｉ
Ｒ
Ｂ
Ｍ
の
よ
う
に
本
来
的
に
核
弾
頭
が
装
着
さ
れ
る
中
・
長
距

離
ミ
サ
イ
ル
の
我
が
国
へ
の
持
込
み
は
事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
。
水
上
艦
艇
又
は
潜
水
艦
配
備
の｢

ト
マ 

ホ
ー
ク｣

は
、
通
常
弾
頭
及
び
核
弾
頭
の
双
方
を
装
備
で
き
る
核
・
非
核
両
用
兵
器
で
あ
り
、
核
弾
頭
を
装
備

し
た
場
合
に
は
そ
の
持
込
み
は
も
と
よ
り
事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
。 

日
米
安
保
条
約
上
、
艦
船
に
よ
る
も
の
を
含
め
核
の
持
込
み
が
行
わ
れ
る
場
合
は
す
べ
て
事
前
協
議
の
対
象 



政
府
と
し
て
は
、
核
の
持
込
み
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
日
米
安
保
条
約
及
び
そ
の
関
連
取
極
に
従
つ

て
対
処
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

と
な
り
、
ま
た
、
核
の
持
込
み
に
つ
い
て
の
事
前
協
議
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
政
府
と
し
て
は
常
に
こ
れ
を

拒
否
す
る
所
存
で
あ
る
の
で
非
核
三
原
則
を
堅
持
す
る
と
の
我
が
国
と
し
て
の
立
場
は
十
分
確
保
さ
れ
る
と
考

え
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




